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ブランド戦略サーベイとは
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調査項目①
ブランド戦略サーベイの体系

「たいへん」「まあ」そう思うと回答した比率
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調査項目②
ブランド戦略サーベイの体系
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調査項目③
ブランド戦略サーベイの体系
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調査項目④
ブランド戦略サーベイの体系
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ブランド力の現状と課題



貴社の背景
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※当レポートで明らかにしたい点を、レポート作成前に確認させていただきます。
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調査結果概要（ビジネスパーソン編）



【A社】ブランド評価項目（全体値、10年推移）
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ビジネスパーソン

●位

●位

●位

●位
●位

＜スコア（％）＞



【A社】ブランド評価項目（従事業種別、スコア推移）
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ビジネスパーソン

※網掛けは :●年より5pt以上上昇した値 :●年より5pt以上低下した値

今年

●●年



【A社】ブランドイメージ（全体値、10年推移）
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ビジネスパーソン

※最新年で10％以上の項目を掲載

30%以上 20～30％未満 10～20％未満

Core Value

Additional Value

Potential Items



【A社】ブランドイメージ（従事業種別、時系列比較）
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ビジネスパーソン

※網掛けは :●年より5pt以上上昇した値 :●年より5pt以上低下した値

今年

●●年



【A社】アクセスポイント（従事業種別、時系列比較）
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※網掛けは :●年より5pt以上上昇した値 :●年より5pt以上低下した値

●●年

今年



参考） 【A社】 今年・●●年の頻出単語
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ビジネスパーソン 「●●」を中心とした想起内容は変わっていない。

●●年（N=744）

No. 単語 件数 割合

1 カセットテープ 99 13 .3%

2 テープ 24 3.2%

3 ＤＶＤ 17 2 .3%

4 カセット 17 2.3%

5 記録メディア 15 2.0%

6 電池 14 1.9%

7 メディア 12 1.6%

8 ＣＤ 10 1.3%

9 メーカー 8 1.1%

10 音楽 8 1.1%

【質問文（2018年～）】
Q.それぞれの企業について、あなたが思い浮かべることやものは何で
すか。思い浮かばない場合は、例えば
「製品・サービスについて思い浮かべること」「企業の評判」
「あなたにとって、どんな存在か」「以前に比べて最近はどうか」
など、なんでも結構です。以下に自由にお答えください。

今年（N=772）

No. 単語 件数 割合

1 カセットテープ 87 11.3%

2 テープ 41 5.3%

3 カセット 18 2.3%

4 電池 14 1.8%

5 ＣＤ 13 1.7%

6 メディア 10 1.3%

7 オーディオ 9 1.2%

8 音楽 9 1.2%

9 記録メディア 9 1.2%

10 製品 8 1.0%
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競合分析（ビジネスパーソン編）



【競合比較】ブランド知覚指数（PQ）の推移（10年推移）
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ビジネスパーソン
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【競合比較】ブランド評価項目（●●年-今年）
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ビジネスパーソン

※網掛けは :●年より5pt以上上昇した値 :●年より5pt以上低下した値

今年

●●年



【競合比較】ブランド浸透度（●●年-今年）
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ビジネスパーソン

●●年

今年

※網掛けは :●年より5pt以上上昇した値 :●年より5pt以上低下した値



【競合比較】ブランドイメージ（●●年-今年）
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ビジネスパーソン

●●年

今年

※網掛けは :●年より5pt以上上昇した値 :●年より5pt以上低下した値
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ブランド力向上に向けて（ビジネスパーソン編）



一致度分析について

30

ジャッカード係数（一致度）とは、2つの項目の重なりの強さを表します。
「一致度」が高いと関係や影響が強いといえます。

●一致度とは?

Aと回答:
10名

Bと回答:
20名

AとB両方とも回答:
5名⇒Cとします

一致度＝
Ｃ（⇒ＡとＢを両方回答した人数）

×100
Ａ ＋ Ｂ － Ｃ（⇒AまたはBと回答した人

数）

※左記の場合の一致度＝
5

×100＝20.0
10+20-5

上記の様に、企業ブランド評価項目と「ブランドイメージ」
「バリュードライバー」「アクセスポイント」「経験価値」の
一致度を算出し、相互の関係を数値化しています。
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【A社】アクセスポイントが創出するブランドイメージ（●●年-今年）
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ビジネスパーソン

 前回と比較して、「ウェブサイト」「SNS」
とイメージとの一致度が上昇している傾
向がみられる。

本年

●●年



ブランドイメージとブランド評価項目の一致度の見方
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※ ：10-20%未満 ：20-40%未満 ：40%以上

①特定の評価項
目（ブランド上の
優位性）を獲得
するために） ↓

②どの要素（イメージや魅力点）を伝えることで、効率
的にアップするかを見出す（関係性が強いため、そこを
アップすれば、企業評価もアップしやすい）

③この関係性を時系列で確認することで、関係性の強弱の変化を捉え、
押し出し続けるべき要素かどうかの判断に用いる

ビジネス有用度 … 仕事にどの程度役立つか
独自性 … 他の企業とは違う独自性を感じるか
企業魅力度 … その企業で働きたいと思うか
プレミアム … どの程度ほかの企業と価格の差があっても、その企業の製品・サービスを購入したいと思うか
推奨意向 … どの程度「ほかの人に薦めたい」と思うか



【A社】ブランドイメージとブランド評価項目の一致度
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 独自性やプレミアムに効いている要素として「一流」があがる。●●年時には独自性との関係性が強かった「品質」
は大きく一致度が低下しているがそれでも関係性が高め。「優れたビジネスモデル」は11％程度を維持している。
イメージそのものが低下しているため、一致度も低下しているが、まだ品質周りは独自性を支える上では重要。
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あ
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流
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あ
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個
性
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ブランドイメージ
品質 CSR信認
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ジ
ネ
ス
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ー
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ナ
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と
し
て
信
頼
で
き
る

経
営
や
業
績
が
安
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誠
実
で
あ
る

活
気
が
あ
る

価
格
に
見
合
っ

た
製
品
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サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
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※ ：10-20%未満 ：20-40%未満 ：40%以上

(%)
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ナ
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と
し
て
信
頼
で
き
る

経
営
や
業
績
が
安
定

し
て
い
る

誠
実
で
あ
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一
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で
あ
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親
し
み
や
す
い

活
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が
あ
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顧
客
ニ
ー
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へ
の
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応
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熱
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あ
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明
る
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に
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合
っ
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製
品
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サ
ー
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ス
を
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し
て
い
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や
さ
し
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ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
と
し
て

魅
力
的
に
感
じ
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国
際
的
で
あ
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個
性
的
で
あ
る

常
識
や
前
例
に

と
ら
わ
れ
な
い

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の

企
画
開
発
力
が
あ
る

革
新
的
で
あ
る

情
熱
的
で
あ
る

経
営
者
が
優
れ
て
い
る

社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
持
っ

て
い
る

将
来
性
の
あ
る

優
れ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

る 製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
が
高

い 環
境
に
配
慮
し
て
い
る

社
会
貢
献
の
取
組
み
に

積
極
的
で
あ
る

ビジネス有用度 24.5 22.4 7.3 35.5 23.3 9.8 8.5 6.8 9.6 2.5 12.7 16.3 10.9 3.1 12.9 3.8 3.7 7.9 9.9 8.7 12.2 18.1 23.4 8.0 7.3

独自性 27.9 20.1 10.2 33.1 20.4 13.8 11.0 8.7 10.6 2.6 12.9 17.7 12.4 4.4 14.2 5.3 4.3 8.3 12.0 11.3 15.1 17.3 24.2 8.4 6.6

企業魅力度 20.4 14.7 7.5 22.0 10.0 6.0 6.1 2.5 5.7 1.4 12.9 14.7 7.0 4.2 6.9 2.7 1.3 3.6 7.4 5.0 8.1 6.1 13.9 7.6 6.3

プレミアム 19.8 15.9 7.1 28.1 19.4 9.0 6.5 3.6 8.1 1.8 11.1 14.7 7.5 1.8 8.7 2.4 1.8 8.4 7.1 7.2 11.3 12.4 16.1 5.9 6.5

推奨意向 26.7 23.2 10.3 29.1 21.4 14.7 12.5 10.9 14.1 4.4 20.6 15.0 14.1 6.7 20.0 6.7 6.6 10.2 14.9 12.9 18.8 15.6 27.1 10.4 9.3

企
業
ブ
ラ
ン
ド

評
価
項
目

ブランドイメージ
品質 CSRクール 独創 変化対応力信認 顧客

※ ：10-20%未満 ：20-40%未満 ：40%以上

今年

●●年
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 「品質・性能・機能」が独自性やプレミアムをはじめ、各評価項目に影響を与えており、●●年比でみても
その影響力は保たれている。一方、「修理・サポート体制」の影響度が低下している。

2019

20XX

21.1 6.4 2.1 4.1 2.1 4.9 2.7 3.5 25.6 14.4 7.0 3.4 2.1 2.5 3.5 12.5 4.2 4.8 5.3 5.2 3.8 2.8 2.4 5.8 4.3 4.6 1.8 0.7

25.2 8.9 1.9 4.5 4.2 5.5 4.4 4.1 22.9 12.1 7.8 4.9 3.3 3.3 4.1 15.7 4.1 6.3 8.9 6.4 4.0 3.7 2.8 4.4 7.1 6.1 2.8 1.4

17.6 9.7 2.5 3.8 3.3 5.6 0.7 4.9 12.5 9.7 7.0 2.2 1.7 0.8 2.3 7.6 4.0 7.8 5.0 3.8 3.8 3.3 1.6 5.3 4.3 4.0 0.8 0.9

21.2 6.2 2.1 4.2 2.8 4.0 4.1 3.0 21.5 11.7 6.6 3.9 1.6 1.4 2.8 10.9 2.5 4.1 6.0 4.4 3.5 2.8 2.1 4.8 5.3 3.7 1.6 0.9
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バリュードライバー（魅力点）
情報デザインの魅力 製品・サービスの魅力 顧客サービスの魅力 投資の魅力

※ ：10-20%未満 ：20-40%未満 ：40%以上
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使
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の
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揃
え
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ラ
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ン
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ッ

プ

商
品
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ス
の
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商
品
や
店
舗
･
施
設
の

色
や
デ
ザ
イ
ン

商
品
･

サ
ー

ビ
ス
の

入
手
し
や
す
さ
、

店
舗
･

施
設
へ
の
行
き
や
す
さ

商
品
･

サ
ー

ビ
ス
、

店
舗
･

施
設
の
ス
テ
イ
タ
ス
感

修
理
･

サ
ポ
ー

ト
体
制

従
業
員
の
知
識
･

対
応

顧
客
の
要
望
や
満
足
度
の

情
報
収
集

営
業
担
当
者
か
ら
の

情
報
提
供

会
員
サ
ー

ビ
ス
･

ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド

ユ
ー

ザ
ー

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の

充
実

経
営
者
の
手
腕
･
考
え
方

企
業
姿
勢
･
コ
ー

ポ
レ
ー

ト

メ
ッ

セ
ー

ジ

企
業
･

株
価
の
安
定
･

成
長
性

社
会
貢
献
活
動
･

環
境
保
護
活
動

人
事
制
度
･

福
利
厚
生
･

人
材
教
育

株
主
優
待

ビジネス有用度 21.3 5.0 6.1 8.0 3.7 3.7 23.4 12.7 16.3 8.0 3.1 4.3 4.9 23.4 6.2 6.2 6.2 1.9 3.7 6.2 6.2 4.3 4.9 3.7 2.5

独自性 24.2 6.1 10.3 9.4 4.3 3.4 23.4 14.9 15.9 7.5 4.4 5.2 6.0 22.3 7.8 7.8 7.8 2.7 5.3 6.8 7.8 5.2 6.0 5.2 1.7

企業魅力度 16.5 1.3 7.7 3.7 8.6 3.9 17.9 4.4 17.2 6.3 1.4 4.0 3.9 12.7 8.1 5.3 5.2 1.4 7.0 1.3 5.3 4.0 5.3 6.8 2.7

プレミアム 15.7 3.0 6.0 5.3 4.3 3.6 21.7 11.8 12.0 5.9 2.4 3.6 4.8 17.4 4.8 6.7 5.4 1.8 3.7 5.4 4.8 4.2 4.8 5.5 2.4

推奨意向 18.5 7.6 11.7 8.2 4.3 7.5 25.9 18.4 18.3 7.1 4.4 8.8 7.5 24.8 9.8 12.2 9.7 2.2 6.6 6.3 7.4 5.3 6.4 4.2 4.3

企
業
ブ
ラ
ン
ド

評
価
項
目

バリュードライバー（魅力点）
情報デザインの魅力 商品・サービスの魅力 顧客サービスの魅力 投資の魅力

※ ：10-20%未満 ：20-40%未満 ：40%以上

今年

●●年



ベイジアンネットワーク分析について
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独自性に
チェックした人

Ａブランドイメージ
を選ぶ確率

Ａブランドイメージ
を選ばない確率

Ｂブランドイメージ
を選ぶ確率

Ｂブランドイメージ
を選ばない確率

独自性を
チェックした人が

というように計算することで、ブランドイメージの連鎖を表すことができます。

確率現象の連鎖を図で表現したものです

「独自性」に関係の深いブランドイメージの連鎖を明らかにする

俗に言う「風が吹けば桶屋が儲かる」というロジックです。「風が吹く」と「桶屋が儲か
る」という直接的な関係をいうことは難しいですが、到達するロジック間に整合性があ
り、同時に起こる確率を把握します。これを全体のイメージ上で
展開させて独自性を促すイメージシナジーを明らかにします。

→（矢印）の方向は大事ですが、逆転していたとしても直接矢印が結ばれていた場合、関係性が深いとい
うことを意味しています。



【A社】ベイジアンネットワーク分析結果（独自性）
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ビジネスパーソン

2019  「優れた技術」「個性的」なイメージ
が起点となり、良好な構造となってい
るが、今後は
これらのスコアを伸ばすことで「独自
性」評価を更に高めていきたい。

「←（赤矢印）」は「独自性」につながるパスを表す
【各項目のスコア水準】 ●:40％以上、●:30％以上、●:20％以上、●:10％以上

今年
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ビジネスパーソン

2019  「専門領域」「先進性」「社会変化対
応」といったBtoB企業として求められ
るイメージが独自性に繋がる良好な
構造となっている。

「←（赤矢印）」は「独自性」につながるパスを表す
【各項目のスコア水準】 ●:40％以上、●:30％以上、●:20％以上、●:10％以上

今年



【C社】ベイジアンネットワーク分析結果（独自性）
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ビジネスパーソン

2019 

「←（赤矢印）」は「独自性」につながるパスを表す
【各項目のスコア水準】 ●:40％以上、●:30％以上、●:20％以上、●:10％以上

今年


